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ฏ੒29年度の৽ׁࢢ胃がん直接施設検診の結
果をใ͢ࠂる。

1 �ɽ胃がん検診の૯ड診ऀ਺ɾΧόʔ཰の推移
ʢ表 1ʣ
Χόー率は22.0%で、前年度より΍΍減少し

た。ฏ੒15年以߱減少޲܏にあるＸ線検査にՃ
͑、ฏ੒29年度は内視鏡検診΋΍΍減少した。

ù ɽ胃௚઀施設検診の੒੷
1 ）施設検診の年齢層別੒੷（表 2 、ਤ 1 ）

૯受診者数は12,322例で、60歳以上が85.5%

ฏ੒29年度胃がん直接施設検診੒੷

胃Ｘ線ϑΟϧϜಡӨҕһձçҕһ௕ɹؔɹɹɹ༟ɹ࢙

表 1　৽ׁࢢの胃がん検診૯ड診ऀ਺ͱΧόʔ཰の推移
年ɹ度 22 23 24 25 26 27 28 29 
ର৅者 290,042 293,658 295,581 297,830 298,732 300,561 300,027 300,433

集ஂ検診 14,773 13,681 12,876 12,458 11,814 11,351 10,348 9,783
直接施設検診 16,704 15,525 14,744 13,687 13,386 13,518 12,920 12,322
内視鏡検診 37,554 38,644 41,306 43,274 44,281 43,581 45,089 44,097

߹ɹ計 69,031 67,850 68,926 69,419 69,481 68,450 68,357 66,202
Χόー率 23.8% 23.1% 23.3% 23.3% 23.3% 22.8% 22.8% 22.0%

表 ù　ùĀ年౓　胃௚઀施設検診年齢࣬ױ別੒੷

区ɹ分
受診者数
（"）

要内視鏡
数

（#）

内視鏡 
受診数
（$）

発見胃がんɹ（%）
胃がん
ٙい 胃ポリープ

消ɹ化ɹ性ɹ潰ɹ瘍

腺腫 胃粘膜下
腫瘍

十二指腸
ポリープ 食道がん その他の

悪性腫瘍 その他 異常なし֬ఆ胃がん ਂୡ度
不明がん 胃潰瘍 十二指腸

潰瘍 ଘ潰瘍ڞ
進行がん 早期がん

உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ

40歳 79 286 3 10 1 9 3 1 2
（1） 2 2 

45歳 29 81 0 6 0 5 2 1
（1） 1 1 

50～54歳 165 397 11 10 10 9 1 5 3
（3） 1 1 1 1 3 3 

55～59歳 235 513 13 16 12 14 4 4 1 3
（2）

2
（2）

2
（2） 1 2 1 3 3 

60～64歳 587 1,085 35 59 29 52 1 1
（1） 3 16 3

（1）
5

（2）
2

（2）
4

（3） 1 1 3 10 13 9 9 

65～69歳 1,591 1,638 108 89 97 76 3 3
（2） 1 9 26 14

（10）
2

（1）
7

（6）
2

（1）
3

（3）
1

（1） 1 8 3 4
（2） 2 14 9 31 30 

70～74歳 1,370 1,116 103 45 87 42 1 1 3
（1） 11 8 16

（13）
6

（6）
3

（3）
1

（1）
1

（1） 2 5 1 1
（1） 10 4 34 21 

75～79歳 934 849 70 31 54 28 2 5
（5）

2
（1） 10 4 9

（7） 1 3
（2）

1
（1） 2 1 5 2 18 17 

80～84歳 502 473 31 22 26 22 1 2
（2） 4 8 2

（2） 1 1
（1） 1 1 3 1 2 4 12 5 

85歳以上 179 213 14 9 11 7 2 2 1 2 6 5 

計

5,671 6,651 388 297 327 264 7 2 15
（10）

4
（2） 44 76 45

（33）
19

（12）
21

（18）
12

（9）
5

（5）
1

（1） 6 1 17 16 1 6
（3） 0 2 44 36 116 95 

12,322 685 
#/" 5.6%

591
$/# 
86.3%

9 19（12） 0 
0 120 

64（45） 33（27） 6（6）
7 33 1 6（3） 2 80 21128

%/" 0.23% 早期がん率67.9ˋ 103

˞ɹその他の悪性腫瘍ɿ悪性リϯύ腫（1）、(*45（1）
ɹɹ早期がん（）ɿ粘膜内胃がん
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（10,537/12,322）である。60歳以上の比率は前
年と同率だった。

Ｘ線直接検診受診者数は、前年度に比べ598
例（4.6%）減少し、年々減少している。要内視
鏡率は5.6%（685/12,322）、内視鏡受診率は
86.3%（591/685）であった。前年度に比べ、要
内視鏡例の内視鏡受診率は上昇し、例年並みと
なった。

内視鏡による精密検査結果は、発見胃がん28
例、0.23%で、早期がん19例、早期がん率67.9%

（19/28）であった。発見胃がん率は例年と同率
であったが、発見胃がん率が0.3%前後であった
過去数年に比べ、近年は0.2%台に推移してい
る。早期がん率は前年度より上昇した。その他
は、ポリープ120例、消化性潰瘍103例、腺腫 7

例、粘膜下腫瘍33例、十二指腸ポリープ 1 例、
食道癌 6 例、その他の悪性腫瘍 2 例、異常なし
211例という結果であった。

2 ）年齢層別の発見胃がん（表 3 ）
60歳以上の症例を 5 年きざみの年齢層別に発

見胃がんを集計した。胃がん発見率は、60-64
歳0.12%、65-69歳0.22%、70-74歳0.20%、75-79
歳0.50%、80-84歳0.31%、85歳以上0.51%であっ
た。発見率は75歳以上の高齢層で高率である。

3 ）初回受診者数の推移（表 4 ）
胃Ｘ線施設検診初回受診者数は2,750例、全

受診者比は22.3%で、ほぼ前年度並みであった。

表 3　年齢層別発見胃がん

区分 受診者数 要内視鏡数 内視鏡受診数
発見胃がん

進行 早期 不明 計 発見率 早期がん率
60～64歳 1,663 94 81 86.2% 1 1 2 0.12% 50.0%
65～69歳 3,229 197 173 87.8% 3 4 7 0.22% 57.1%
70～74歳 2,486 148 129 87.2% 2 3 5 0.20% 60.0%
75～79歳 1,783 101 82 81.2% 2 7 9 0.50% 77.8%
80～84歳 975 53 48 90.6% 1 2 3 0.31% 66.7%
85歳以上 392 23 18 78.3% 2 2 0.51% 100.0%

図 1　胃施設検診発見胃がんの推移
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4 ）初回ɾ࠶診別੒੷（表 5 ）
初回受診者܈の胃がん発見率は0.18%、࠶診

者܈では0.24%であった。早期がん率は、初回
受診者࠶、%80.0܈診者65.2܈%で、前年度より
高率であった。

5 ）受診ࣜܗと発見率（表 6 ）
胃がん発見率は、 2 年࿈ଓ受診܈、 3 年࿈ଓ

受診܈、 4 年࿈ଓ受診܈で高͘、初回܈、ִ年

受診܈では௿͔った。早期がん率は、初回܈、
不ఆ期܈で高͘、ִ年܈で௿͔ったが、ಛఆの
。はみΒΕない޲܏

6 ）発見胃がんの࠷ऴ検診ྺと検診ํ๏（表 7 ）
発見胃がん例の࠷ऴ検診ྺを見ると、初回܈

5 例、 1 年前20܈例、 2 年前܈ 3 例であった。
1 年前܈の࠷ऴ検診ํ๏は直接Ｘ線19例、内視
鏡 1 例、 2 年前܈では直接Ｘ線 3 例であった。

表 ü　ॳճɾ࠶診別੒੷
受診者数 要内視鏡 内視鏡受診者 発ɹ見ɹ胃ɹがɹん
（̖） （̗） （̘） ૯数（̙） 進ɹ行 早ɹ期 ਂୡ度不明

初ɹ回 2,750
196 162 5

1
4

0
（̗/̖） 7.1% （̘/̗） 82.7% （̙/̖） 0.18% 80.0%

ɹ診࠶ 9,572
489 429 23

8
15

0
（̗/̖） 5.1% （̘/̗） 87.7% （̙/̖） 0.24% 65.2%

߹ɹ計 12,322
685 591 28

9
19

0
（̗/̖） 5.6% （̘/̗） 86.3% （̙/̖） 0.23% 67.9%

表 û　ॳճड診ऀ਺の推移
22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

受診者数 16,704 15,525 14,744 13,687 13,386 13,518 12,920 12,322

初回受診者数
3,555 2,904 2,966 2,616 2,552 2,711 2,847 2,750

21.3% 18.7% 20.1% 19.1% 19.1% 20.1% 22.0% 22.3%

表 ý　ड診ࣜܗͱ発見཰
なし（初回） 2 年࿈ଓ 3 年࿈ଓ 4 年࿈ଓ ִ年 不ఆ期
உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ உ ঁ

進行がん 1 2 1 4 1
早期がん 2 2 3 2 8 1 1

ਂୡ度不明がん
がん/受診者数 2/1,121 3/1,599 5/530 0/573 3/566 0/605 12/2,643 0/2,750 0/437 1/631 1/344 1/493

発見率 0.18% 0.19% 0.94% 0.53% 0.45% 0.16% 0.29% 0.20%
がん/受診者数 5/2,750 5/1,103 3/1,171 12/5,393 1/1,068 2/837

発見率 0.18% 0.45% 0.26% 0.22% 0.09% 0.24%
早期がん率 80.0% 60.0% 66.7% 66.7% 0.0% 100.0%

ˎɹ初回は 3 年以上受診ྺなし

表 þ　発見胃がんの࠷ऴ検診ྺͱ検診ํ๏

なし（初回）
1 年前（28年度） 2 年前（27年度） 3 年前（26年度）

直接 内視鏡 ؒ接 直接 内視鏡 ؒ接 直接 内視鏡 ؒ接
進行がん 1 7 1
早期がん 4 12 1 2

ਂୡ度不明がん 0
計 5 20 3 0
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7 ）ِ ӄ性例ɾ前年検診受診症例の検౼（表 8 ）
道のఆٛによるِӄ性例、͢なΘͪ、発見ٱ

胃がんのうͪ前年受診࣌に異常を指ఠ͞Εな
͔った20例にͭいてみると、内༁は、進行がん
7 例、早期がん13例であった。前年検診࣌、19
例はμϒϧνΣοΫ͞Εていたが、 1 例はγϯ
άϧνΣοΫだった。

͜の20例のうͪ14例が胃がんϑΟϧϜ検౼ձ
でSFUSPTQFDUJWFに検౼͞Εた。͜のதで、ৼり
ฦって前年度のϑΟϧϜ上でපมを指ఠできた
症例が 2 例、14.3%にみΒΕ、発見࣌には早期
がん 1 例、進行がん 1 例であった。前年度のը
૾ではපมを明֬には指ఠできな͔った症例が
12例、 85.7%にみΒΕ、発見࣌は早期がん 6 例、
進行がん 6 例であった。

8 ）ಡӨࣜܗ別੒੷（表 9 ）
γϯάϧνΣοΫؔػの155例のうͪ、要内

視鏡は33例、21.3%で、内視鏡受診は32例、
97.0%、μϒϧνΣοΫؔػの12,167例のうͪ、
要内視鏡は652例、5.4%で、内視鏡受診は559例、
85.7%であった。

γϯάϧνΣοΫؔػでは発見胃がんはな
͔った。μϒϧνΣοΫؔػでは28例、0.23%
に胃がんが発見͞Ε、早期がん率は67.9%だっ

た。ର内視鏡受診者の発見率は、μϒϧνΣο
Ϋؔػでは5.01%であった。μϒϧνΣοΫػ
ؔでの発見胃がんのதには、Ｘ線検査で明Β͔
に悪性පมがೝΊΒΕ、μϒϧνΣοΫをͣܦ
にපӃに঺հした症例が 2 例ؚ·Εている。

γϯάϧνΣοΫؔػは前年度より減少し、
症例数で΋μϒϧνΣοΫ症例が98.7%とѹ౗
తとなった。μϒϧνΣοΫによるಡӨࣜܗが
༩しているد上に޲にਁಁし、胃がん診அのߋ
とࢥΘΕる。

9 ）μϒϧνΣοΫ発見胃がんの内༰（表10）
ओ࣏ҩが異常なしと൑ఆしたがμϒϧνΣο

Ϋによりरい上͛ΒΕた胃がんが 6 例、23.1%
（ 6 /26）にみΒΕ、早期がんが 4 例、進行がん
が 2 例であった。μϒϧνΣοΫの༗༻性がࣔ
ࠦ͞Εる結果である。

3 ɽ·ͱΊ
1  ）胃がん検診のΧόー率は22.0%で、前年よ

り΍΍減少した。
2  ）胃直接施設検診に͓͚る૯受診者数は

12,322例で、年々減少している。要内視鏡例
の内視鏡受診率は86.3%と前年度より上昇し、
例 年 並 み と な っ た。 発 見 胃 が ん は28例、

表 Ā　ಡӨࣜܗ別੒੷

受診者数
（̖）

要内視鏡数
（̗）

内視鏡受診者
（̘）

発ɹɹɹ見ɹɹɹ胃ɹɹɹがɹɹɹん
૯数

（̙）
進ç行 早ç期

ਂୡ度 
不明がん

発見率
（̙/̖）

早期 
がん率

ର内視鏡受診数の
発見率（̙/̘）

γϯάϧνΣοΫ
ɹɹؔػ

（3）
155

33 32
0 0.00% 0.00% 0.00%

（#/"） 21.3% （$/#） 97.0%

μϒϧνΣοΫ
ɹɹؔػ
（97）

12,167 652 559
28ˎ2 9ˎ2 19 0.23% 67.9% 5.01%

（98.7%） （#/"） 5.4% （$/#） 85.7%

計
（ؔػ100）

12,322 685 591 28 9 19 0 0.23% 67.9% 4.74%

�ɹٸࢸපӃに঺հしたγϯάϧνΣοΫをؚΉ

表 ÿ　ِӄੑ

前年受診
前回検診のμϒϧνΣοΫঢ়گ 前年検診の結果

症例検౼ձ
ࣔɹɹݱ

μϒϧνΣοΫ γϯάϧνΣοΫ 異常なし ༗ॴ見精検不要 要精検 要࣏ྍ ⓯ − ʶ
進行がん 7 7 6 1 7 1 5 1
早期がん 13 12 1 11 1 1 7 1 5 1

ਂୡ度不明がん 0
計 20 19 1 17 2 1 14 2 10 2
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0.23%と前年度とほぼ同率であったが、発見
胃がん率0.3%前後であった過去数年に比べ、
近年は0.2%台に推移している。早期がん率は
67.9%と前年度より上昇した。

3  ）施設検診の胃がん発見は75歳以上の高齢層
で高率であった。

4  ）検診発見胃がんのうͪSFUSPTQFDUJWFに検౼
を行った14例に͓いて、ৼりฦって前年度の
ϑΟϧϜ上でපมを指ఠできた症例が 2 例、
14.3%、පมを明֬には指ఠできな͔った症

表1÷　μϒϧνΣοΫ発見胃がんの಺༰
（γϯάϧνΣοΫ 2 ݅をআ͘）

݅ɹ数
ओ࣏ҩ−精検不要 ྆ํと΋ ओ࣏ҩ−要内視鏡

検౼ҕһձ−要内視鏡 要内視鏡 検౼ҕһձ−精検不要
進行がん 7 2 5
早期がん 19 4 14 1

ਂୡ度不明がん 0
計 26 6 19 1

例が12例、85.7%にみΒΕた。
5  ）μϒϧνΣοΫಡӨࣜܗがߋにਁಁし、症

例数ׂ߹で98.7%となった。施設検診発見胃
がん28例の͢べてがμϒϧνΣοΫでरい上
͛ΒΕた症例で、μϒϧνΣοΫによる早期
がん率は67.9%である。·た、ओ࣏ҩが異常
なしと൑ఆしたがμϒϧνΣοΫにより発見
͞Εた発見胃がんが 6 例、23.1%（ 6 /26）に
みΒΕた。μϒϧνΣοΫの༗༻性がࣔ͞Ε
ている。


